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こ
ん
な
に 

は
や
く 

す
べ
れ
た
よ
！　
　
　

富
岡
町
保
育
施
設 

雪
遊
び



平
成
23
年

３
月
11
日
14
時
46
分
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震（
震
度
６
強
、
Ｍ
９
．０
）発
生

14
時
50
分
富
岡
町
災
害
対
策
本
部
設
置

大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
町
内
避
難
所
を

開
設
す
る
と
と
も
に
、
防
災
無
線
及
び
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
沿
岸
地
域
住
民
を
避
難

誘
導

15
時
30
分
津
波
第
一
波
襲
来

19
時
03
分
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
発
令（
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
）

原
子
力
災
害
対
策
本
部
を
設
置

21
時
23
分
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
福
島
県
知
事
、
大
熊
町

長
並
び
に
双
葉
町
長
に
対
し
、
原
子
力
災
害

対
策
特
別
措
置
法
第
15
条
第
３
項
の
規
定
に

基
づ
き
指
示

・
福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
３
㎞
圏
内
の
住

　

民
に
対
す
る
避
難
指
示

・
福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
10
㎞
圏
内
の
住

　

民
に
対
す
る
屋
内
待
避
指
示

３
月
12
日
５
時
32
分
内
閣
総
理
大
臣
の
指
示
に
よ
り
、
福
島
第
一

原
発
か
ら
半
径
10
㎞
圏
内
の
住
民
に
対
す
る

避
難
指
示

内
閣
総
理
大
臣
よ
り
福
島
県
知
事
、
広
野
町

長
、
楢
葉
町
長
、
富
岡
町
長
に
対
し
、
原
子

力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
15
条
第
３
項
の

規
定
に
基
づ
き
指
示

・
福
島
第
二
原
発
か
ら
半
径
３
㎞
圏
内
の
住

　

民
に
対
す
る
避
難
指
示

・
福
島
第
二
原
発
か
ら
半
径
10
㎞
圏
内
の
住

　

民
に
対
す
る
屋
内
待
避
指
示

・
バ
ス
、
自
家
用
車
に
よ
り
川
内
村
へ
の
避

　

難
実
施

　

そ
の
他
中
通
り
方
面
に
も
避
難

　

富
岡
町
・
川
内
村
合
同
災
害
対
策
本
部
設
置

10
時
17
分
福
島
第
一
原
発
１
号
機
で
ベ
ン
ト
開
始

15
時
36
分
福
島
第
一
原
発
１
号
機
で
水
素
爆
発

18
時
25
分
内
閣
総
理
大
臣
指
示

福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
20
㎞
圏
内
の
住
民

に
対
す
る
屋
内
退
避
指
示

３
月
13
日
５
時
22
分
福
島
第
一
原
発
３
号
機
の
全
注
水
機
能
喪
失

の
た
め
、
電
源
及
び
注
水
機
能
の
回
復
作
業

を
実
施

震
災
後
の
主
な
出
来
事

富
岡
町
の
現
状
と
課
題

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、
世
界

で
も
類
を
見
な
い
原
発
事
故
と
な
り
、
そ
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

故
郷
の
復
興
に
向
け
、
町
で
は
平
成
24

年
９
月
に
富
岡
町
災
害
復
興
計
画（
第
一

次
）を
策
定
。
同
年
11
月
に
は
富
岡
町
の
イ

ン
フ
ラ
復
旧
基
本
方
針
・
工
程
表
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
帰
還
時
期
に
つ
い
て
は
、
除

染
や
イ
ン
フ
ラ
復
旧
が
進
歩
し
、
医
療
、

福
祉
、
流
通
、
雇
用
等
が
回
復
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
５
年（
事
故
か

ら
６
年
）後
の
平
成
29
年
度
以
降
と
示
し
て

い
ま
す
。
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
内
の
実
施
を
予
定
し
て

お
り
、
町
内
の
本
格
的
除
染
や
イ
ン
フ
ラ

復
旧
を
進
め
、
生
活
環
境
の
整
備
を
加
速

さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

し
か
し
、
放
射
線
量
に
対
す
る
安
全
基

準
が
明
確
で
は
な
い
た
め
、
多
く
の
町
民

が
放
射
線
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
不
安
を

抱
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
実
施
し
た
住
民
意
向
調
査
の

速
報
で
は
、
帰
還
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件

（
帰
還
後
町
内
に
必
要
な
も
の
）に
対
し
、
放

射
線
量
の
低
下
が
52
・
９
％
、
次
い
で
原
子
力

発
電
所
の
安
全
確
保
が
38
・
３
％
と
い
う
結
果

に
な
り
、
多
く
の
町
民
が
放
射
線
量
に
関
す
る

項
目
に
対
し
て
不
安
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た（
表
１
）。

　

帰
還
す
る
に
あ
た
り
健
康
管
理
は
最
も

重
要
な
課
題
で
す
。
今
後
、
除
染
に
よ
る

放
射
線
量
の
低
減
状
況
や
福
島
第
一
原
発

事
故
の
収
束
状
況
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
状
況
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
医
療
・
福

祉
・
工
業
・
農
林
水
産
業
等
の
再
生
状
況

を
確
認
し
、
帰
還
時
期
が
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

52.9放射線量が低下すること

原子力発電所の安全性が確保されること

水道水等の生活用水が安全である
ことが確認されること

町内に商店、コンビニエンスストアなどの
生活商業施設が再開されること

医療機関の整備、介護・福祉サービスが
確保されること

交通インフラ（道路、公共交通機関
が整備されること）

他の住民がある程度戻ること

富岡町もしくは富岡町から通勤できる範囲で
雇用が確保されること

災害公営住宅が整備されること

町内の学校が再開されること

その他

無回答

38.3

33.1

25.4

23.0

17.7

13.7

13.2

10.6

7.4

4.0

7.8

0

■表 1　帰還するために必要な条件
　　　  （帰還後町内に必要なもの）

25 50 75 100
（％）

特集 二度目の３.１１

　まもなく東日本大震災から２年が経過します。
津波被害で犠牲となり、また、避難中にお亡くな
りになった皆さまとその遺族の方々に対し、改め
て哀悼の意を表します。未だ、行方不明となられ
ている方々にあっては、一刻も早くご家族のもと
に戻れることを心から願っております。また、全
国各地で避難生活を余儀なくされている町民の皆
様にお見舞いを申し上げます。
　この２年間、先の見えない不安や故郷を奪われ
た苦しみと悔しさ、そして憤りを感じながらこの
日々過ごされてきたことと拝察いたします。
　私は、原発事故を起こした責任は国の原子力行
政にあり、安全対策をおろそかにした事業者にも
大変な責任があると考え、被害者である我々に対
し、一刻も早く償いをしてほしいという思いで
日々取り組んでまいりました。また、災害復興公
営住宅の早期建設や借上げ住宅制度の延長、当面
の生活資金の担保、医療や福祉の減免措置などの
原発被災者の救済政策について、これからも強く
訴えて行きたいと考えております。
　一日も早く故郷富岡を、失った自然、文化、歴史、
絆、全てを取り戻したい。その想いを胸に、町民
の皆さんにしっかりと寄り添ってまいりますので、
皆さまも健康に留意しお過ごしください。

故
郷
を
取
り
戻
す
た
め
に

富
岡
町
長　

遠
藤　

勝
也

（3）　広報とみおか

　

未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
。

　

そ
の
翌
日
か
ら
、
被
災
地

は
復
興
に
向
け
同
じ
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
人
々
は

前
に
向
か
い
歩
き
出
す
は
ず

だ
っ
た
。

　

世
界
を
震
撼
さ
せ
た
福
島

第
一
原
発
事
故
。

　

私
た
ち
は
、
突
然
故
郷
を

追
わ
れ
た
。
進
ま
な
い
復
旧
・

復
興
と
、
時
が
止
ま
っ
た
ま

ま
の
故
郷
。

　

そ
れ
で
も
私
た
ち
の
時
間
は

止
ま
る
こ
と
な
く
進
ん
で
い
く
。

　

こ
の
二
年
間
、
人
々
が
何

を
思
い
考
え
て
き
た
の
か
、

そ
し
て
未
来
の
た
め
に
ど
う

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
を
振

り
返
る
。

特
集二

度
目
の
３
・
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人任せにではなく、
　　一人ひとりが町の

未来を考える
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キ
ー
ワ
ー
ド
は「
子
ど
も
」

　

と
み
お
か
子
ど
も
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を

持
た
れ
る
で
し
ょ
う
か
。「
富
岡
の
子
ど
も
」

「
富
岡
町
に
住
む
子
ど
も
を
持
つ
親
」「
子
ど

も
の
将
来
を
守
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」な
ど
、

皆
さ
ん
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。　

　

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
は
様
々
で
、
現
在
子
ど

も
を
持
つ
親
の
立
場
の
方
も
い
れ
ば
、
子
育
て
が

終
わ
り
地
域
の
大
人
と
し
て
子
ど
も
を
見
守
る
立

場
の
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
だ

れ
も
が
子
ど
も
で
し
た
。「
子
ど
も
」と
い
う
の
は
、

全
て
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
今
後
の
町
を
考
え

る
上
で
と
て
も
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
の

で
す
。

と
み
お
か
子
ど
も
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足

　

避
難
後
、
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
で
、

大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私

も
、
同
じ
苦
労
を
経
験
し
ま
し
た
。
時
に
は
、
国

や
東
電
に
対
し
て
怒
り
が
湧
き
、
自
暴
自
棄
に

な
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
被
害
者
で
あ
る

自
分
達
を
置
い
て
き
ぼ
り
に
し
て
、
知
ら
ぬ
間
に

物
ご
と
が
勝
手
に
進
ん
で
い
く
状
況
が
許
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。
避
難
と
い
う
急
激
な
生
活
の
変
化
に

伴
い
、
自
分
達
が
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
状
況
に
無
い
中
で
、
私
た
ち
の
意
見
を

理
解
し
な
い
ま
ま
、
次
々
と
物
ご
と
が
決
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
た
の
で
す
。

　

あ
る
日
、
友
人
た
ち
と
話
し
を
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
現
在
の
状
況
は
お
か
し
い
、
皆
同
じ

思
い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
お
か
し
い
と
思
う
の

で
あ
れ
ば
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
考
え
た
時
、

町
民
同
士
で
話
し
合
い
を
す
る
場
が
必
要
だ
と
気

が
付
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
故
郷
や
住
む
町
を

ど
う
す
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
を
す

る
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
の
か
考
え
、
行
動
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
以
前
は
60
代
70
代
の
親
世
代

に
頼
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
こ
そ
30
代
40
代
の
我
々

が
、
諸
先
輩
方
の
知
恵
も
借
り
な
が
ら
、
守
る
べ

き
物
の
た
め
に
本
気
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
し
て
、
町
民
の
避
難
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
け

れ
ど「
富
岡
町
民
を
繋
ぐ
も
の
」を
作
り
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
平
成
24
年
２
月
11
日『
と
み
お
か
子
ど

も
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』が
発
足
し
ま
し
た
。

町
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
す

　

本
会
で
は
、
交
流
サ
ロ
ン
や
学
習
支
援
事
業
、

イ
ベ
ン
ト
事
業
、
県
内
外
で
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん

の
年
齢
や
、
避
難
先
、
仕
事
内
容
、
家
庭
環
境
な

ど
状
況
は
様
々
で
す
が「
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
」

と
い
う
被
害
状
況
は
共
通
で
す
。
現
在
の
避
難
先

で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
か
、
富
岡
町
は

ど
の
よ
う
な
町
だ
っ
た
か
。
何
気
な
く
話
し
合
う

こ
と
で
、
問
題
の
本
質
が
見
え
て
き
ま
す
。
行
政

に
は
、
私
た
ち
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
正
し
く
理

解
し
て
も
ら
い
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を

と
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

何
十
年
か
後
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ

た
時
に「
あ
の
時
の
大
人
た
ち
は
、
私
た
ち
の
故

郷
の
た
め
に
何
も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
」と
言
わ

れ
な
い
た
め
に
も
、
父
親
と
し
て
母
親
と
し
て

地
域
の
大
人
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に

繋
が
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、私
た
ち
と
一
緒
に
富
岡
町
の
未
来
、

そ
し
て「
こ
れ
か
ら
」を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
あ
な
た
の
声
を
是
非
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

７
月
24
日

第
二
次
義
援
金
配
分
開
始

８
月
20
日

一
巡
目
一
時
帰
宅
終
了

８
月
26
日

第
１
回
富
岡
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会

８
月
31
日

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
避
難
所
閉
鎖

９
月
１
日

富
岡
町
立
小
中
学
校
三
春
校
開
校

９
月
15
日

第
２
回
富
岡
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会

９
月
22
日

浜
通
り
地
方
開
発
整
備
協
議
会
に
よ
る
政
府

に
対
す
る
要
望
活
動

９
月
24
日

二
巡
目
一
時
帰
宅
開
始

10
月
３
日

第
３
回
富
岡
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会

10
月
11
日

内
部
被
ば
く
検
査
開
始

10
月
19
日

第
二
次
義
援
金
追
加
配
分
一
回
目

10
月
21
日

双
葉
地
方
電
源
地
域
政
策
協
議
会
に
よ
る
政

府
に
対
す
る
要
望
活
動

第
４
回
富
岡
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会

11
月
１
日

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所（
大
玉
村
）

11
月
11
日

第
５
回
富
岡
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会

11
月
25
日

第
６
回
富
岡
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会

11
月
29
日

夜
の
森
地
区
除
染
モ
デ
ル
事
業
説
明
会

12
月
５
日

自
衛
隊
に
よ
る
役
場
庁
舎
除
染（
12
月
5
日

〜
18
日
）

12
月
６
日

東
京
電
力
㈱
本
社
へ
要
望
活
動

12
月
８
日

富
岡
町
災
害
復
興
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に
関
す
る

意
向
調
査
実
施（
12
月
８
日
〜
23
日
）

12
月
16
日

事
故
収
束
工
程
表
ス
テ
ッ
プ
２
の
終
了
宣
言

12
月
19
日

富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
移
転（
市
内
大
槻

町
）い
わ
き
、
三
春
、
大
玉
出
張
所
開
設

12
月
22
日

第
１
回
富
岡
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会
開
催

12
月
23
日

富
岡
町
立
小
中
学
生
再
会
の
つ
ど
い
開
催（
天
栄
村
）

平
成
24
年

１
月
１
日

原
発
避
難
者
特
例
法
施
行

１
月
８
日

平
成
24
年
富
岡
町
成
人
式（
郡
山
市
）

夜
の
森
公
園
周
辺
・
富
岡
第
二
中
学
校
モ
デ

ル
除
染
実
施（
1
月
8
日
〜
2
月
28
日
）

１
月
23
日

第
２
回
富
岡
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会

１
月
30
日

富
岡
町
災
害
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
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ラジオを通して富岡町民の
心を繋げていきたい

吉田　恵子さん  よしだ・けいこ
平成元年より富岡町社会福祉協議会に勤務し
平成12年４月以降は、ケアマネージャーとし
て介護保険事業に携わってきた。現在は、お
だがいさまセンターのスタッフとして、おだ
がいさまＦＭの運営や避難者支援業務を行っ
ている。趣味はパラグライダー。
座右の銘は「苦しみの中でこそ輝く」

お
だ
が
い
さ
ま
Ｆ
Ｍ
開
局

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
避
難
中
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
皆
さ
ん
と

雑
談
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時

「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
に
避
難
し
て
い
る
人
た

ち
に
富
岡
町
の
情
報
を
流
す
た
め
、
Ｆ
Ｍ
放

送
を
や
っ
て
み
よ
う
か
」と
い
う
話
に
な
っ

た
ん
で
す
。
そ
の
時
は「
良
い
で
す
ね
」と
賛

同
し
た
も
の
の「
自
分
達
で
ラ
ジ
オ
放
送
が

で
き
る
の
？
」と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
し
か
し
、多
く
の
方
の
協
力
の
も
と
、

５
月
27
日
、
無
事『
お
だ
が
い
さ
ま
Ｆ
Ｍ
』を

開
局
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ジ

オ
番
組
は
、
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
の

館
内
で
し
か
聞
く
事
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
避
難
所
で
生
活
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
に

少
し
で
も
元
気
を
お
届
け
し
、
情
報
を
共
有

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
８
月
、
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
の
避
難
所
閉
鎖
に
伴
い
ラ
ジ
オ
局

も
閉
局
と
な
り
ま
し
た
が
、
臨
時
災
害
Ｆ

Ｍ
と
し
て
免
許
を
取
得
す
れ
ば
再
び
開
局

で
き
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
た
だ
、
災
害

Ｆ
Ｍ
は
被
災
地
で
放
送
す
る
こ
と
が
第
一

の
条
件
。
避
難
先
で
開
局
し
た
前
例
が
無

く
、
電
波
の
免
許
を
取
る
の
に
苦
労
し
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
３
月
11
日
、
日
本
で

初
と
な
る
避
難
先
で
の
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
を

開
局
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
で

ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
役
立
つ
情
報

や
楽
し
い
話
題
を
お
届
け
で
き
る
と
、
喜

び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

声
で
皆
を
笑
顔
に
し
た
い　

　

現
在
、
お
だ
が
い
さ
ま
Ｆ
Ｍ
は
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
〜
９
時
と
午

後
７
時
〜
９
時
、
土
曜
日
の
正
午
〜
午
後

１
時
に
生
放
送
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

生
放
送
で
は
な
く
収
録
し
た
も
の
で
す

が
、
電
波
が
届
か
な
い
地
域
の
皆
さ
ま
に

も
、
町
で
配
付
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
番
組
を
聴
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。
番

組
の
制
作
に
あ
た
り
、
と
に
か
く
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
出
演
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
で
は
声
を
通

し
て
皆
さ
ん
の
笑
顔
や
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
避

難
先
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
、
電
波
を
通

じ
て
伝
え
た
い
。
実
際
に
町
民
が
生
の
声

で
話
す
こ
と
で
、
心
や
気
持
ち
が
伝
わ
る

と
思
う
の
で
す
。

　

今
ま
で
ラ
ジ
オ
を
聞
い
た
こ
と
が
無
い

方
に
も
、
是
非
聴
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

こ
の
ラ
ジ
オ
は
富
岡
町
民
の
た
め
の
ラ
ジ

オ
で
す
か
ら
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
寄

り
添
っ
た
ラ
ジ
オ
番
組
を
放
送
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

おだがいさまＦＭのパーソナリティの皆さん

13
時
12
分
福
島
第
一
原
発
３
号
機
の
海
水
注
入
開
始

３
月
14
日
11
時
01
分
福
島
第
一
原
発
３
号
機
で
水
素
爆
発

３
月
15
日
６
時
10
分
福
島
第
一
原
発
２
号
機
に
て
圧
力
抑
制
室
付

近
で
異
音
が
発
生

６
時
14
分
福
島
第
一
原
発
４
号
機
建
屋
屋
根
付
近
に
て

損
傷
を
確
認

11
時
00
分
内
閣
総
理
大
臣
が
福
島
第
一
原
発
の
避
難
区

域
を
指
示

・
福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
20
㎞
か
ら
30
㎞

　

圏
内
の
住
民
に
対
す
る
屋
内
避
難
を
指
示

３
月
16
日
午　
　

前
川
内
村
か
ら
郡
山
市
に
移
動（
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ

ト
他
へ
の
避
難
実
施
）

４
月
１
日

富
岡
町
災
害
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

住
民
票
交
付
開
始

４
月
５
日

双
葉
地
方
町
村
会
に
よ
る
政
府
に
対
す
る
要

望
活
動

４
月
14
日

富
岡
町
役
場
郡
山
出
張
所
開
設（
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
内
）

４
月
17
日

東
京
電
力
が
事
故
収
束
に
向
け
て
の
工
程
表

を
発
表

４
月
22
日

福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
20
㎞
圏
内
を
立
入

り
禁
止
の「
警
戒
区
域
」に
指
定

４
月
28
日

第
一
次
義
援
金
配
分
開
始

５
月
３
日

自
衛
隊
に
よ
る
町
内
の
捜
索
活
動
開
始

５
月
15
日

町
広
報
紙「
と
み
お
か
町
災
害
情
報
」第
１
号

発
行

５
月
25
日

一
巡
目
一
時
帰
宅
開
始

６
月
１
日

全
町
民
に「
被
災
証
明
書
」発
行
、
送
付

議
会
報「
と
み
お
か
議
会
だ
よ
り（
災
害
版
）」

第
１
号
発
行

６
月
３
日

仮
設
住
宅（
第
一
次
募
集
分
）抽
選
会

６
月
７
日

仮
設
住
宅（
第
二
次
募
集
分
）抽
選
会

６
月
15
日

応
急
仮
設
住
宅
入
居
開
始

７
月
６
日

富
岡
町
合
同
慰
霊
祭

７
月
19
日

事
故
収
束
工
程
表
ス
テ
ッ
プ
１
の
終
了
宣
言

７
月
21
日

仮
設
住
宅
地
内
集
会
所
に
て
、
保
育
、
学
童

保
育
開
始

富岡町の「現在」と「未来」を思う４人の方を紹介します。
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みんなに会える日を
　　　楽しみにしています。

鈴木　博さん  すずき・ひろし
富岡第一小学校三春校教務。楢葉町出身。
震災時は富岡第一小学校に勤務。
富岡第二小学校にも勤務していたことがある。
趣味はスポーツ観戦。
座右の銘は、一期一会。

津
波
か
ら
の
避
難

　

震
災
発
生
時
、
五
年
生
の
ク
ラ
ス
を
担

任
し
て
お
り
、
南
校
舎
３
階
で
帰
り
の
会

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
グ
ラ
と
長
く
大
き
い
揺
れ
に
よ
り
、

廊
下
に
は
水
槽
が
倒
れ
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス

も
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
校
舎
内

の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
歪
ん
だ
状
態
で
降

り
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
に
怪

我
が
な
い
こ
と
が
何
よ
り
で
し
た
。

　

全
児
童
を
校
庭
に
避
難
さ
せ
た
後
、
大

津
波
警
報
が
出
た
た
め
、
歩
い
て
町
総
合

体
育
館
へ
避
難
し
ま
し
た
。
度
重
な
る
余

震
に
体
育
館
も
危
険
と
な
り
、
ふ
れ
あ
い

ド
ー
ム
へ
移
動
。
そ
こ
で
、
保
護
者
が
迎

え
に
来
て
く
れ
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
混

乱
の
中
で
連
絡
が
つ
か
ず
、
保
護
者
と
会

え
な
い
ま
ま
富
二
中
の
体
育
館
、
翌
日
に

は
川
内
村
へ
避
難
し
た
児
童
も
い
ま
す
。

川
内
村
で
は
、教
師
た
ち
が
避
難
所
を
１
ヵ

所
１
ヵ
所
ま
わ
り
、
無
事
児
童
を
保
護
者

に
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
春
校
で
の
様
子

　

富
岡
小
学
校
三
春
校
が
開
校
し
た
当
初

は
、
地
震
の
話
を
し
て
も
良
い
の
か
、
思

い
出
し
て
辛
い
思
い
を
す
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
私
た
ち
教
師
の
気
持
ち
を
あ

ま
り
出
さ
な
い
よ
う
に
と
気
を
付
け
て
い

ま
し
た
。
明
ら
か
に
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い
る

様
子
な
ら
声
を
か
け
や
す
い
の
で
す
が
、

児
童
た
ち
は
一
見
普
通
に
見
え
る
も
の

の
、
心
の
奥
底
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の

ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
言
葉
ひ
と
つ
に
も
、
そ
し
て
自
然

に
接
す
る
こ
と
に
も
た
め
ら
う
場
面
が
あ

り
ま
し
た
。

　

一
度
授
業
で
、
震
災
を
題
材
と
し
て
短

歌
を
書
か
せ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
時
は
、
震
災
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち

の
気
持
ち
が
出
て
い
ま
し
た
ね
。「
食
べ

る
も
の
が
な
く
て
、お
に
ぎ
り
を
貰
っ
た
。

お
ば
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。」や「
早
く
帰

り
た
い
」「
友
達
に
会
い
た
い
」な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
授
業
を
行
い
、
大
人
達

が
気
を
使
い
す
ぎ
る
の
も
、
逆
に
良
く
な

い
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

場
面
を
用
意
し
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
は
自
己
表
現
で
き
る
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

避
難
し
て
い
る
現
状
を
見
れ
ば
、
三
春

校
に
通
学
す
る
こ
と
は
普
通
の
状
況
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
富

岡
の
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
時
と
違
い
は

な
い
ん
だ
よ
と
い
う
事
を
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
文
集
だ
っ
て
、
ア

ル
バ
ム
だ
っ
て
作
れ
る
、
修
学
旅
行
に
も

行
き
ま
し
た
。
普
通
に
学
校
生
活
を
送
ら

せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た「
み
ん
な
で
、
楽
し
く
」が
一
番
と

思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
他
の
先
生

方
と
一
緒
に
可
能
な
限
り
工
夫
し
て
、
企

画
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ほ
ぼ
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
私
た
ち

教
師
の
ア
イ
デ
ィ
ア
勝
負
で
す
。

三
春
校
か
ら

　
　

全
国
の
み
ん
な
に
エ
ー
ル
を

　

前
の
状
態
に
戻
れ
る
の
な
ら
も
ち
ろ
ん

戻
り
た
い
の
で
す
が
、
状
況
は
深
刻
で
す
。

全
国
に
避
難
し
て
い
る
み
ん
な
に
は
、
今

通
っ
て
い
る
学
校
で
力
を
出
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
三
春
校
も
み
ん
な
に
負

け
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
再
会
の
つ
ど
い
や
成
人
式
な
ど
で
集

ま
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

11
月
３
日

六
巡
目
一
時
帰
宅
開
始

12
月
１
日

い
わ
き
四
倉
交
流
サ
ロ
ン
開
所（
い
わ
き
市
）

12
月
４
日

避
難
区
域
再
編
案
策
定

富
岡
町
住
民
意
向
調
査
実
施（
12
月
４
日
〜
18
日
）

12
月
６
日

国
に
対
し
区
域
見
直
し
案
を
提
出

12
月
18
日

富
岡
町
行
政
区
長
会
開
催

12
月
27
日

富
岡
町
立
小
学
生
再
会
の
つ
ど
い
開
催（
12
月

27
日
〜
28
日
）（
い
わ
き
市
）

平
成
25
年

１
月
９
日

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始（
い
わ
き
市
）

１
月
13
日

平
成
25
年
富
岡
町
成
人
式（
郡
山
市
）

１
月
17
日

富
岡
町
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
風
荘
開
所（
郡
山
市
）

１
月
22
日

石
原
伸
晃
環
境
大
臣
に
対
し
要
望
書
提
出

浜
田
昌
良
復
興
副
大
臣
に
対
し
要
望
書
提
出

１
月
23
日

赤
羽
一
嘉
現
地
対
策
本
部
長
に
対
し
要
望
書
提
出

１
月
24
日

住
民
説
明
会
開
催（
会
津
若
松
市
）※
２

１
月
25
日

い
わ
き
泉
玉
露
交
流
サ
ロ
ン
開
所（
い
わ
き
市
）

２
月
１
日

住
民
説
明
会
開
催（
福
島
市
）※
２

２
月
２
日

住
民
説
明
会
開
催（
い
わ
き
市
）※
２

２
月
３
日

仮
置
場
・
仮
設
処
理
施
設
説
明
会（
い
わ
き

市
・
郡
山
市
）

２
月
11
日

住
民
説
明
会
開
催（
郡
山
市
）※
２

根
本
匠
復
興
大
臣
に
対
し
要
望
書
提
出

２
月
13
日

住
民
説
明
会
開
催（
東
京
都
）※
２

２
月
14
日

住
民
説
明
会
開
催（
千
葉
県
）※
２

七
巡
目
一
時
帰
宅
開
始

２
月
15
日

住
民
説
明
会
開
催（
埼
玉
県
）※
２

２
月
19
日

住
民
説
明
会
開
催（
宮
城
県
）※
２

２
月
20
日

住
民
説
明
会
開
催（
新
潟
県
）※
２

２
月
25
日

富
岡
町
行
政
区
長
会
開
催

３
月
９
日

第
二
回
富
岡
咲
く
ら
希
望
の
つ
ど
い
開
催（
予
定
）

※
１
賠
償
の
基
準
、
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
、

　
　

除
染
等
に
つ
い
て

※
２
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
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富岡の子どもたちへの
愛着が原動力

武内　雅之さん  たけうち・まさゆき
富岡第二小学校三春校教務。大熊町出身。
震災時は富岡第二小学校に勤務。富岡第一小
学校、富岡第一中学校にも勤務しており、多
くの卒業生を送り出している。
趣味は野球。
座右の銘は、一期一会。

地
震
発
生

　

地
震
発
生
時
は
、
五
年
生（
現
中
学
一
年

生
）と
体
育
館
で
、
卒
業
式
会
場
準
備
の

真
っ
最
中
で
し
た
。
激
し
い
揺
れ
で
、
水

銀
灯
が
音
を
立
て
な
が
ら
大
き
く
揺
れ
ま

し
た
。
た
だ
事
で
は
な
い
と
感
じ
、
子
ど

も
た
ち
を
一
カ
所
に
集
め
ま
し
た
が
、
体

育
館
内
は
危
険
と
判
断
し
、
校
庭
に
避
難

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
日
は
二
小
が
避
難
所

と
な
っ
た
た
め
に
、
保
護
者
の
迎
え
の
車

と
併
せ
て
地
域
の
車
が
湧
き
出
る
よ
う
に

校
庭
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
車
の
誘
導

も
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
全

員
を
無
事
に
帰
し
た
後
、
突
然
の
避
難
に

な
り
ま
し
た
。

避
難
後
の
活
動

　

避
難
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
避
難
先
確
認

作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
連
絡
が

つ
か
な
い
子
も
い
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
、
間
も
な

く
居
所
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
避
難
し
て
い
る
富
岡
の
子
ど

も
た
ち
が
い
る
大
玉
村
立
大
山
小
学
校
に

配
属
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
元
気
に
頑

張
っ
て
い
る
様
子
に
触
れ
、
安
心
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
生

活
が
確
立
し
て
い
な
い
中
で
、
不
安
や
と

ま
ど
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
上
に
保
護
者
が
強
い
不
安
を
感
じ
て
い

た
様
で
し
た
の
で
、
家
庭
訪
問
等
を
行
い

保
護
者
と
話
す
機
会
を
多
く
取
る
な
ど
し

て
、
フ
ォ
ロ
ー
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

期
待
と
不
安
の
中

　
　

富
岡
小
学
校
三
春
校
開
校

　

富
岡
小
学
校
三
春
校
が
平
成
23
年
９
月

１
日
に
開
校
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
入

れ
た
時
は
、
富
岡
の
学
校
が
始
ま
る
喜
び
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
今
後
の
不
安
も

少
し
ば
か
り
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
子
ど
も
た
ち
と
避
難
し
て
い

る
時
の
事
を
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

転
校
を
繰
り
返
し
た
時
の
気
持
ち
、
新
し

い
友
達
と
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
時
の
気

持
ち
と
、
環
境
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
の
苦
労
を
、
小
さ
な
体
で
経
験
し
て

き
た
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

現
在
の
三
春
校
で
す
が
、
確
か
に
人
数

は
少
な
い
も
の
の
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
主
役
に
な
れ
る
場
も
多
く
、
全
国

の
皆
さ
ん
の
支
援
を
受
け
た
様
々
な
体
験

や
出
会
い
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔

が
増
え
、
力
が
つ
い
て
き
て
い
る
こ
と
を

日
々
の
授
業
の
中
で
実
感
し
て
い
ま
す
。

全
国
に
避
難
し
て
い
る

　
　

富
岡
町
の
子
ど
も
た
ち
へ

　

皆
さ
ん
が
登
校
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
と
い

う
話
を
聞
く
度
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
力
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が

一
番
の
思
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
三

春
校
に
い
る
子
ど
も
た
ち
も
、
全
国
に
避

難
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
富
岡
町
の
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
富
岡
町
の
小
中
学
校
に

通
っ
て
い
た
こ
と
を
時
々
思
い
出
し
、
励

み
に
し
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

２
月
９
日

ふ
く
し
ま
絆
カ
フ
ェ
富
岡
開
所（
郡
山
市
）

２
月
11
日

三
巡
目
一
時
帰
宅
開
始

２
月
15
日

お
だ
が
い
さ
ま
セ
ン
タ
ー
開
所（
郡
山
市
）

２
月
18
日

富
岡
町
さ
く
ら
サ
ロ
ン
開
所（
福
島
市
）

２
月
20
日

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始（
郡
山
市
）

２
月
24
日

第
３
回
富
岡
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会

２
月
28
日

第
二
次
義
援
金
追
加
配
分
二
回
目

３
月
４
日

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始（
三
春
町
）

３
月
８
日

文
部
科
学
省
に
対
す
る
要
望
活
動

３
月
10
日

政
府
よ
り
中
間
貯
蔵
施
設
を
双
葉
郡
に
設
置
要
請

３
月
11
日

富
岡
町
追
悼
慰
霊
式
開
催

３
月
14
日

政
府
に
対
す
る
要
望
活
動

３
月
16
日

第
４
回
富
岡
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会

３
月
31
日

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
が
公
布
・
施
行

４
月
３
日

双
葉
地
方
町
村
会
に
よ
る
要
望
活
動

４
月
20
日

第
５
回
富
岡
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会

５
月
18
日

第
６
回
富
岡
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会

５
月
19
日

四
巡
目
一
時
帰
宅
開
始

６
月
15
日

富
岡
町
災
害
復
興
計
画（
第
一
次
）（
素
案
）に
対

す
る
意
見
募
集
の
実
施（
6
月
15
日
〜
29
日
）

７
月
４
日

富
岡
町
行
政
区
長
会
開
催

７
月
６
日

町
民
意
向
調
査
実
施（
７
月
6
日
〜
８
月
22
日
）

７
月
27
日

第
７
回
富
岡
町
復
興
計
画
策
定
委
員
会

８
月
19
日

国
と
県
・
双
葉
郡
８
町
村
と
の
協
議

８
月
24
日

富
岡
町
立
中
学
生
再
会
の
つ
ど
い
開
催（
８

月
24
日
〜
25
日
）（
郡
山
市
）

８
月
26
日

五
巡
目
一
時
帰
宅
開
始

８
月
29
日

富
岡
町
行
政
区
長
会
開
催

８
月
31
日

第
二
次
義
援
金
追
加
配
分
三
回
目

９
月
１
日

住
民
説
明
会
開
催（
い
わ
き
市
）※
１

９
月
２
日

住
民
説
明
会
開
催（
郡
山
市
）※
１

９
月
３
日

富
岡
町
町
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
シ
ス
テ
ム
運

用
開
始（
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
端
末
を
配
付
）

９
月
26
日

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
富
岡

町
の
帰
還
に
関
す
る
宣
言

富
岡
町
災
害
復
興
計
画（
第
一
次
）策
定

10
月
１
日

い
わ
き
平
交
流
サ
ロ
ン
開
所（
い
わ
き
市
）

10
月
15
日

国
に
対
し「
今
後
５
年
間
帰
還
で
き
な
い
」と

す
る
宣
言
可
決
を
報
告

広報とみおか　（6）



み
ん
な
の
パ
ワ
ー
が
復
興
の
証
し
で
す

小
林
和
枝 

さ
ん

町
が
再
生
す
る
に
は

若
い
人
た
ち
の
力
が
必
要
で
す

松
本
千
春 

さ
ん

子
ど
も
の
歓
声
を

も
う
一
度
取
り
戻
し
た
い
！渡部

浩
成 

さ
ん

素
敵
な
○
○
○
を
探
そ
う
！

鮫
島
花
織 

さ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
取
り
戻
す
、

こ
れ
も
大
事
な
復
興
で
す細山

和
子 

さ
ん

富
岡
で
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り

思
い
切
り
汗
を
流
し
た
い
で
す

鈴
木
武
利 

さ
ん

将
来
の
不
安
を
少
し
で
も
無
く
す
こ
と

大
井
川
洋
之 

さ
ん

何
よ
り
も
、
み
ん
な
が

元
気
に
富
岡
へ
帰
る
こ
と
で
す

秋
元
俊
男 

さ
ん

前
よ
り
い
い
町
に
な
ら
な
き
ゃ

本
当
の
復
興
と
は
言
え
ま
せ
ん

木
谷
畑
一
正 

さ
ん

近
所
の
皆
さ
ん
と
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と

原
田
昭 

さ
ん
・
ミ
ネ
子
さ
ん 

ご
夫
妻

子
ど
も
や
仲
間
と

ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
る

環
境
に
な
る
こ
と
も

ま
た
復
興
で
す

（
左
か
ら
）

伊
藤
英
治 

さ
ん

山
口
信
子 

さ
ん

佐
藤
晴
夫 

さ
ん

■あなたが考える
復興とは？
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避
難
生
活
が
続
く
中
、
前
を
見
つ
め

　

歩
き
続
け
る
皆
さ
ん
の
声
を
お
届
け
し
ま
す

避
難
生
活
が
続
く
中
、
前
を
見
つ
め

　

歩
き
続
け
る
皆
さ
ん
の
声
を
お
届
け
し
ま
す

も
う
一
度
、
富
高
の
イ
マ
ム
コ
ー
チ
に

教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す安

齋
朋
夏 

さ
ん

大
き
な
大
会
で

活
躍
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

坂
本
一
樹 

君

中
体
連
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
練
習
し
ま
す堀

川
麟
太
郎 

君

チ
ー
ム
の
み
ん
な
と

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
！

安
類
恵
利
乃 
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
町
で
し
た
。

桃
田
選
手
、
頑
張
っ
て
！安齋

綾
夏 

さ
ん

富
岡
の
桜
は
世
界
一
で
す
！佐

藤
嶺 

君

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
で
世
界
に
貢
献

す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
！

山
口
健
太
郎 

君

み
ん
な
が
喜
び

元
気
に
な
る
服
を
作
り
た
い
で
す

佐
藤
か
ざ
ね 

さ
ん

■富岡町の
ここが
好き !

■夢に
向かって !

■
今
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

広報とみおか　（8）
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富岡町における仮置場・
仮設処理施設説明会を開催
富岡町内に設置予定の仮置場と仮設処理
施設についての説明会が仏浜、毛萱、小
浜地区の地権者を対象に、２月３日いわ
き市と郡山市で開催されました。

　

説
明
会
の
冒
頭
、
環
境
省
の
森
谷
賢
福
島
除

染
推
進
チ
ー
ム
長
が「
町
の
復
興
に
向
け
、
山

積
み
に
な
っ
て
い
る
災
害
廃
棄
物
や
除
染
廃
棄

物
の
適
切
な
処
理
を
す
る
た
め
、
中
間
貯
蔵
施

設
に
搬
入
す
る
ま
で
の
期
間
、
仮
置
場
で
安
全

な
形
で
保
管
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
遠
藤
町
長
が「
仮
置
場
や
仮
設

焼
却
施
設
は
、
区
域
再
編
が
さ
れ
、
立
入
り
が

自
由
に
な
っ
た
際
に
発
生
す
る
生
活
ご
み
や
除

染
廃
棄
物
、
災
害
廃
棄
物
を
処
理
す
る
た
め
に

も
重
要
で
、
町
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に

不
可
欠
な
も
の
。
町
で
は
慎
重
に
協
議
し
、
国

に
対
し
問
題
提
起
を
行
っ
て
安
全
の
確
保
を
し

て
い
く
。
ま
た
、
搬
入
か
ら
３
年
間
と
い
う
保

管
期
間
を
守
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
国
に
は
し
っ

か
り
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。」と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
環
境
省
担
当
職
員
よ
り
、
廃
棄

物
の
処
理
方
針
や
仮
置
場
の
安
全
対
策
、
仮
設

処
理
施
設
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
省
に
よ
る
と
、
仮
置
場
は
深
谷
地
区
の

国
有
林
と
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
付
近
の
二
カ
所

を
候
補
地
と
し
て
お
り
、
仮
設
処
理
施
設
は
富

岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
付
近
の
仮
置
場
内
に
設
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
候
補
地
二
ヵ
所
を
合
わ

せ
て
も
、
仮
置
場
面
積
の
不
足
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
毛
萱
地
区
の
海
遊
館
付
近
に
は
可
燃

廃
棄
物
の
焼
却
施
設
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
付
近
に

は
、
金
属
く
ず
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
な
ど
の

破
砕
・
選
別
施
設
を
設
備
す
る
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
焼
却
施
設
は
24
時
間
運
転
し（
点
検
等

を
除
く
）、
処
理
能
力
は
一
日
４
０
０
ｔ
程
度

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

説
明
会
に
参
加
し
た
地
権
者
か
ら
は「
土

地
は
借
上
げ
で
は
な
く
買
い
上
げ
て
ほ
し

い
」と
い
う

意
見
が
数
多

く
上
が
り
ま

し
た
が
、
環

境
省
か
ら
は

「
今
の
制
度

で
は
、
土
地

の
買
い
上
げ

は
難
し
い
。

借
料
を
お
支

払
い
し
、
土

地
を
お
借
り

し
た
い
。」と

の
方
針
が
示

さ
れ
ま
し

た
。

　

同
席
し
た

毛
萱
、仏
浜
、

小
浜
の
各
行

政
区
長
か
ら

は「
町
の
復

興
の
た
め
に

必
要
な
施
設

だ
と
い
う
こ

と
は
理
解
で

き
る
が
、
丁

寧
に
話
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
環
境
省

は
、
住
民
側
に
立
っ
た
回
答
が
で
き
る
よ
う

な
組
織
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」と
強
い
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

（11）　広報とみおか

１．避難指示区域見直しに伴う賠償を充分かつ確実に実施す
　　ること。
２．長期避難に対する支援を継続すること。
３．国の責任に基づく町内全域の除染を早急に実施すること。
４．避難指示区域見直しに伴う生活環境整備を国の責任にお
　　いて早期に実施すること。
５．帰還に向けて、雇用の創出・産業の振興計画を早期に示
　　すこと。
６．警戒区域内住民に対して見舞金を支払うこと。
７．避難者のための災害復興住宅の整備と家賃の減免を実施
　　すること。
８．立ち入り等に伴う放射線管理に対する対策の充実を図る
　　こと。
９．区域再編に伴う防犯・防火体制の強化を支援すること。
10．JR常磐線 広野～原ノ町間を早急に復旧すること。
11．被災者生活再建支援制度の見直しを実施すること。
12．復興・復旧に向けた自治体への人的支援を図ること。

復興に関する要望内容

避難指示区域見直しに伴う
住民説明会を県内外で開催

根本　匠 復興大臣らへ
復興に関する要望書を提出

避難指示区域の見直しに向けた住民説明
会が、１月から２月にかけて福島県内及
び関東地区、宮城県、新潟県など、１都
５県で行われ約4,300人の町民が出席しま
した。

政権交代後、石原環境大臣、根本復興大臣、
浜田復興副大臣、赤羽経済産業副大臣が相
次いで遠藤町長と会談し、各大臣に町長が
要望書を提出しました。

　

説
明
会
で
は
、
遠
藤
町
長
並
び

に
宮
本
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
担
当
職
員
が
区
域
見
直

し
の
内
容
を
説
明
し
、
本
格
除
染

や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
復
興
・

復
旧
作
業
の
加
速
の
た
め
に
は
区

域
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

区
域
見
直
し
に
よ
っ
て
、
町
内

は
帰
還
困
難
、
居
住
制
限
、
避
難

指
示
解
除
準
備
の
３
区
域
に
再
編

さ
れ
ま
す
が
、
出
席
し
た
町
民
か

ら
は
除
染
の
有
効
性
や
帰
還
時
期
、

区
域
の
再
編
基
準
な
ど
の
意
見
や

質
問
が
数
多
く
あ
り
、
環
境
省
や

復
興
庁
な
ど
、
国
の
担
当
職
員
か

ら
説
明
や
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
か
ら
の
説
明
会
の
様
子

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
や
ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、

内
容
が
ま
と
ま
り
次
第
富
岡
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
て
配
信
い
た
し
ま
す（
配
信
開
始
日

は
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

　

ま
た
、
東
京
電
力
主
催
に
よ
る
プ

ラ
ン
ト
の
状
況
や
賠
償
に
つ
い
て
の

説
明
会
も
続
け
て
行
わ
れ
、
町
民
か

ら
は
こ
れ
ま
で
の
対
応
な
ど
に
対
す

る
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
本
匠
復
興
大
臣
と
遠
藤
町
長
の

会
談
は
、
２
月
11
日
に
郡
山
市
の
郡

山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
談
の
冒
頭
、
遠
藤
町
長
が「
改

め
て
復
興
元
年
と
位
置
付
け
た
今

年
、
着
実
に
前
へ
進
め
る
よ
う
本

県
出
身
の
大
臣
と
し
て
大
い
に
期

待
し
た
い
」と
挨
拶
し
、
根
本
大
臣

へ
復
興
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

根
本
大
臣
は
会
談
の
中
で「
関
係
省

庁
が
連
携
し
、
富
岡
町
と
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
復
興
加
速
を
目
指
す
。
特

に
、
仮
設
・
借
上
げ
住
宅
の
期
間
延

長
や
災
害
復
興
住
宅
の
前
倒
し
整
備
、

住
宅
再
建
支
援
金
の
適
用
延
長
な
ど
、

具
体
的
な
要
請
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
」と
述
べ
、
今
後
の
対
応
に
前
向

き
な
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

会
談
を
終
え
遠
藤
町
長
は「
大
臣

に
は
、
被
災
自
治
体
と
国
、
県
が

問
題
を
共
有
し
、
問
題
の
解
決
に

向
け
た
構
築
が
大
事
で
あ
る
と
改

め
て
提
言
し
た
。
ま
た
、
災
害
救

助
法
な
ど
、
住
民
の
生
活
支
援
制

度
の
柔
軟
な
対
応
に
期
待
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

東京会場

根本復興大臣に要望書を手渡す遠藤町長

広報とみおか　（10）
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お知らせ
ふ
く
し
ま 

大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

　

平
成
25
年
３
月
新
規
大
学
等
を
卒

業
予
定
の
方
、
平
成
22
年
３
月
以
降

に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活
動
を
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社
員
で

雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と

の
面
接
会
を
左
記
日
程
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

３
月
12
日（
火
）

　

県
内
企
業
30
社
が
参
加
予
定
。

・
実
施
内
容

　

直
前
相
談 

（
面
接
を
受
け
る
に

あ
た
っ
て
の
相
談
・
助
言
等
）

12
時
〜
16
時

　

合
同
就
職
面
接
会 

　

13
時
〜
16
時

・
会
場

　

ビ
ッ
グ
ア
イ

　

郡
山
市
駅
前
二
丁
目
10
番
１
号

・
お
問
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

▼
主
催

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
福
島
・
郡

山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

▼
そ
の
他

・
事
前
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催

一
週
間
前
に
、福
島
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

・
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事

担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
各
機
関
に
よ
る
職
業
相

談
・
情
報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

問  

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

お
も
い
や
り
駐
車
場
の
利
用

に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
公
共
施
設
な
ど
に
あ

る
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
方

が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

難
病
患
者
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
に

対
し
て
、
当
該
駐
車
場
の
利
用
証

を
発
行
す
る「
お
も
い
や
り
駐
車

場
利
用
制
度
」を
実
施
し
、
併
せ

て
他
県
で
発
行
す
る
利
用
証
と
の

相
互
利
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
同
様
の
制
度
を
実

施
す
る
27
府
県
間
で
利
用
証
の
相

互
利
用
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
た
に
山
梨
県
が
加
わ
り
、

28
府
県
の
協
力
施
設
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
制

度
」は
、
皆
さ
ま
の「
お
も
い
や
り
」

に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る
制
度
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
制
度
導
入
府
県

岩
手
県
・
山
形
県
・
福
島
県

茨
城
県
・
栃
木
県
・
群
馬
県

新
潟
県
・
福
井
県
・
山
梨
県

三
重
県
・
京
都
府
・
兵
庫
県

鳥
取
県
・
島
根
県
・
岡
山
県

広
島
県
・
山
口
県
・
徳
島
県

香
川
県
・
愛
媛
県
・
高
知
県

福
岡
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県

熊
本
県
・
大
分
県
・
宮
崎
県

鹿
児
島
県

問 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　

 

相
双
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
０
２
４
４-

２
６-

１
１
３
２

犬
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用

一
部
助
成
の
終
了
に
つ
い
て

　

広
報
２
月
号（
No.
６
０
４
）及
び

平
成
25
年
１
月
18
日
付
で
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
、
犬
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用

一
部
助
成
に
つ
い
て
で
す
が
、
多

数
の
申
請
を
い
た
だ
き
助
成
予
定

額
に
達
し
た
為
、
本
事
業
は
平
成

25
年
２
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

問 

緊
急
災
害
時
動
物
救
援
本
部

　

 

不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事
業

　

 （
公
社
）日
本
愛
玩
動
物
協
会

　

 

担
当 

白
井

   

☎
０
３-

３
３
５
５-

７
８
５
５

１ 

試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
及
び
受
験
資
格

２ 

試
験
の
方
法

３ 

試
験
期
日
及
び
試
験
場

　

 

大
学
卒
試
験　

平
成
25
年
３
月
18
日（
月
）

　

 

行
政
試
験
場　

富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所　

　
　
　
　
　
　
　

 

郡
山
市
大
槻
町
字
西
ノ
宮
四
48

５

４ 

申
込
受
付
期
間

　

 

平
成
25
年
３
月
４
日（
月
）か
ら
３
月
11
日（
月
）ま
で

　

 

（
た
だ
し
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30 

　

 

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

※
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合
は
、
３
月
８
日（
金
）

　

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

５ 

申
込
手
続

　

 

受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
は
、
役
場
総
務
課
で
交 

　

 

付
い
た
し
ま
す
。

６ 

問
い
合
わ
せ
先

　

 

富
岡
町
役
場
総
務
課

　

 

☎
０
１
２
０ｰ

３
３ｰ

６
４
６
６

行　
　

政

試
験
区
分

若
干
名

採
用
予
定
人
員

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
四

年
生
大
学
を
卒
業
し
た
者
。）

受
験
資
格

行　
　

政

試
験
区
分

作
文
・
口
述
試
験
及
び
性
格
診
断

試
験
の
方
法

町では、平成25年度の職員採用候補者（大学卒業程度）の試験を次のとおり行いますので、受験
を希望される方は、申込受付期間内に富岡町役場総務課へ申し込み下さい。

富岡町職員採用候補者試験のお知らせ富岡町職員採用候補者試験のお知らせ

（19）　広報とみおか

お知らせ
軽
自
動
車
の
譲
渡
・
廃
車
の
手
続
き

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日

現
在
を
基
準
日
と
し
て
、
軽
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

住
所
や
名
義
の
変
更
、
廃
車
、

譲
渡
な
ど
で
車
を
手
放
し
た
場
合

は
、
運
輸
支
局
等
で
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
使
用
し
て
い
な
い
軽

自
動
車
等
の
廃
車
手
続
き
は
、
3

月
末
ま
で
に
行
わ
な
い
と
、
4
月

1
日
時
点
の
所
有
者
に
課
税
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
課

税
が
決
定
次
第
、
広
報
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問  

税
務
課 

課
税
係

町
民
交
通
傷
害
保
険
申
込
受
付

　

町
で
は
、
交
通
傷
害
保
険
の
加

入
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

車
両（
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
電

車
・
自
転
車
等
）に
乗
っ
て
い
て

衝
突
し
た
り
、
転
倒
し
た
場
合
に

は
保
険
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

避
難
先
の
慣
れ
な
い
土
地
で
の
事

故
に
備
え
、
家
族
ぐ
る
み
で
加
入

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
25
年
度
の
加
入
は
平
成
25
年
４

月
１
日
現
在
、
富
岡
町
に
住
民
票

を
有
す
る
事
を
条
件
と
し
、
年
額

１
口
４
８
０
円（
月
額
40
円
）で
、

１
人
２
口
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
町
で
は
下
記
の『
補
助

加
入
で
き
る
方
』に
挙
げ
た
方
々

へ
１
口
分
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
補
助
申
請
を
省
略

し
１
口
分
の
加
入
手
続
き
を
行
い

ま
す（
保
育
所
及
び
幼
稚
園
に
通

う
お
子
さ
ま
は
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
対
象
の
世
帯
へ
は
、
３

月
下
旬
、
個
別
に
補
助
申
請
書
の

送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
）。

　

な
お
、
追
加
の
１
口
分
に
つ
い

て
は
、
自
己
負
担
で
の
加
入
と
な

り
ま
す
。　

　

加
入
受
付
は
、
富
岡
町
役
場
郡

山
事
務
所
及
び
各
出
張
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。
郵
送
で
の
受
付
も
行

い
ま
す
の
で
、
郡
山
事
務
所
生
活

環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
加
入
で
き
る
方（
４
月
１

　

日
現
在
、
富
岡
町
に
住
民
票
を

　

有
す
る
方
）

・
避
難
先
の
保
育
所
に
通
う
幼
児

・
避
難
先
の
幼
稚
園
に
通
う
園
児

・
避
難
先
の
小
学
校
に
通
う
児
童

・
避
難
先
の
中
学
校
に
通
う
生
徒

・
70
歳
以
上
の
方（
４
月
１
日
で

70
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
）

▼
支
払
わ
れ
る
主
な
保
険
金（
１
口

　

に
つ
き
）

・
亡
く
な
っ
た
場
合

１
０
０
万
円

・
重
度
の
障
が
い
が
残
っ
た
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
治
療
を
受
け
た
場
合

５
千
円
〜
12
万
円

※
10
万
円
以
上
の
請
求
を
行
う
場

合
、
事
故
証
明
を
必
要
と
す
る

こ
と
か
ら
、
重
度
の
怪
我
を

負
っ
た
際
は
警
察
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
歩
行
中
に
転
倒
し
た
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問 

生
活
環
境
課 

消
防
交
通
係

双葉地方水道企業団からの
お知らせ

▼メーター点検確認の実施について
　現在、富岡町内の水道本管復旧に向
けた調査を実施しておりますが、今
後の調査に伴い、お客様の敷地内に
てメーターの点検確認を実施します
ので、ご理解とご協力をお願いいた
します。

▼事務所移転のお知らせ
平成25年４月１日より、楢葉町の
小山浄水場管理本館へ事務所を移転
します。

住所  〒979－0515
　　　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙
　　　字小山６－２
電話　0240－25－5315（代）
問 双葉地方水道企業団災害対策本部
　　　　 ☎ 0246－23－6751（代）

取 扱 業 務 郡山事務所
出 張 所

いわき 三春 大玉

戸籍届出 ○ × × ×
改葬許可 ○ × × ×
戸籍謄・抄本等証明書交付 ○ ○ ○ ○
住民票交付 ○ ○ ○ ○
広域交付の住民票交付 ○ × × ×
住民基本台帳カード申請 ○ ○ ○ ○
住民基本台帳カード交付 ○ × × ×
電子証明書申請 ○ × × ×
印鑑登録 ○ ○ ○ ○
印鑑証明書交付 ○ ○ ○ ○
転入・転出届　※注１ ○ × × ×
世帯分離・合併届 ○ ○ × ×
世帯主変更届 ○ ○ × ×
証明書の郵便請求受付 ○ × × ×

郡山事務所と各出張所の戸籍届出等
取扱い業務

問  健康福祉課 戸籍係
※１ 転入は、戸籍届出等に伴う特例に限る

広報とみおか　（18）
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まっ白いゲレンデでソリ滑り　保育施設のチビッ子が楽しく雪遊び

君が追い出したい鬼は何 !?　富岡小学校三春校で豆まき集会

　富岡町保育施設（とみたさくら、みはるせ
きれい、あだたらつつじ）による「雪遊び」が、
１月29日、あだたら高原スキー場で行われま
した。
　バスでスキー場に到着した子どもたちは、
一面の雪に驚いた様子を見せながらも元気良
くゲレンデに飛び出し、保護者や先生方とソ
リ滑りに興じていました。
　この日は青空が広がったものの風が強く、
時おり吹きつける地吹雪に悪戦苦闘しながら
も、子どもたちは富岡では経験できない大自
然に囲まれての一日を過ごしていました。

　節分の日が間近に迫った２月１日、
富岡小学校三春校で豆まき集会が行わ
れました。
　当日は、これまでも運動会や富岡町
が開催している再会の集いなどで児童
と交流を深めている千葉大学の学生や
職員の方々が同校を訪れ、豆まき集会
をより一層盛り上げてくれました。児
童たちのパワー溢れる豆まきで鬼を無
事に退治。その後大学生も交えて、節
分豆知識やクイズなどで楽しい時間を
過ごしました。
　また、「追い出したい自分の中の鬼」
をテーマにした発表も行われ、それぞ
れの「悪い鬼」を撃退することができま
した。

幼稚園でも“鬼は外！”
　同日、富岡幼稚園でも豆まきが行わ
れ、節分の歌や紙芝居を通して、伝統
ある豆まき行事を楽しみながら学びま
した。
　突然教室に現れた鬼２匹を相手に、
最初は戸惑っていた園児たちも勇気を
振り絞り反撃を開始。元気いっぱい鬼
退治を行いました。

可愛らしいウエアに身を包み笑顔の“雪ん子”たち

児童たちの迫力に逃げ回る鬼（富岡小学校）

自分たちが作った鬼のお面を被る元気な園児たち（富岡幼稚園）
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お知らせ

医療費一部負担金・介護サービス利用者負担金の免除期間が延長されます
　現在、原発被災者の方が医療機関等を受診した際に支払う窓口負担金は、平成25年２月28日
まで免除（入院時食事代や接骨院等の療養費を除く）となっておりましたが、平成26年２月28日
まで免除期間が延長されました。免除期間延長に伴い、国民健康保険及び後期高齢者医療保険
の一部負担金免除証明書を２月18日に簡易書留で送付しています。医療機関等を受診する際は、
保険証と一部負担金免除証明書の両方を忘れずに提示してください。提示が無い場合、免除を
受ける事ができませんのでご注意ください。
　なお、介護保険サービス利用料の免除も１年間延長となりましたが、引き続き介護保険被保
険者証を提示することにより免除が受けられるため、免除証明書の発行はしておりません。
※国民健康保険加入者
　世帯加入者分を一括して世帯主宛に送付しておりますので、世帯員が別にお住まいの場合、
お手数でも世帯主からお渡しください。
※後期高齢者医療保険加入者
　加入者本人宛に送付しておりますので、お手元に届いているかご確認ください。
　　　　　　　　　　　　　　問 健康福祉課 国民健康保険・後期高齢者医療保険…国民年金係
　　　　　　  　　　　　　　　　 　　　　  介護保険…介護保険係
　　　　　　  　　　　　　　　　　　         社会保険等…加入されている保険組合、事業所など

　福島県エルピーガス協会では、オレンジ
色のジャンパー並びに黄色の腕章を着用し
たスタッフが、富岡町内にあるお客様の敷
地内に設置されたＬＰガス設備等の安全確
認を行い、転倒等のＬＰガス容器の安全を
確認したうえで、容器バルブを閉止してお
りますので、皆さまのご理解とご協力をお
願いいたします。
　　　　　  問 福島県エルピーガス協会
　　　　　 ☎ ０２４－５９３－２１６１

福島県エルピーガス協会からのお願い
一部負担金免除期間の延長に伴う、乳幼児
及び子ども医療助成事業・重度心身障害者
医療費給付事業・ひとり親家庭医療費助成
事業について

　乳幼児及び子ども医療助成受給者・重度心身障害
医療費給付受給者・ひとり親家庭医療費助成受給者
は、医療費の一部負担金が免除される平成26年２
月28日までの間、一部負担金免除の特例措置が優
先となります。
　なお、一部負担金免除の特例措置対象から外れる
下記の医療費については、申請により助成いたしま
す。

▼助成対象
①入院食事医療費 
　※重度心身障害医療費給付受給者を除く。
②医療保険で適用となる柔道整復師・あん摩マッ
サージ指圧師・はり・きゅう師の施術費、治療用
の補装具費

▼一部負担金免除が終了した受給者の取扱い
　一部負担金免除の特例措置が終了した受給者は、
　自己負担した医療費を申請により助成します。
　（乳幼児及び子ども医療助成受給者は、必ず受給
　者証を医療機関の窓口に提示してください。）
問 乳幼児及び子ども医療助成事業…国保年金係

重度心身障害者医療費給付事業・ひとり親家庭医療
費助成事業…福祉係
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所
2月15日（雨）

地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 4.45 6.67 
38 双葉環境センター 1.80 4.79 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 4.64 6.57 
40 深谷集会所 6.56 7.52 
41 赤坂神社前 7.10 10.30 
42 太平洋ブリーディング前 14.30 29.40 
43 みよし前交差点 11.40 22.20 
44 富岡自動車学校前 7.34 15.70 
45 リフレ富岡 4.53 5.85 
46 東洋育成園前 4.87 6.44 
47 富岡インター駐車場 4.78 5.71 
48 上手岡児童館 3.18 4.17 
49 下千里ライスセンター前 3.49 6.05 
50 舘山荘前 3.97 5.78 
51 夜の森つつみ公園 5.40 6.18 
52 総合グラウンド東側駐車場 5.52 7.91 
53 華の樹前 6.41 6.72 
54 宝泉寺前 4.08 5.71 
55 国道６号第二原発入口前 1.52 2.17 
56 猪狩スタンド前 1.71 1.97 
57 なべや駐車場前 1.66 3.14 
58 大東銀行富岡支店前 3.21 3.87 
59 富岡漁港 0.79 0.81 
60 サンライズイン富岡前 1.17 2.06 
61 福島富岡簡易裁判所前 3.16 5.49 
62 ヨークベニマル富岡店前 3.04 4.86 
63 今村病院前 4.96 8.73 
64 福島銀行富岡支店前 2.67 4.69 
65 龍台寺前 2.93 5.00 
66 清水団地前 2.99 4.24 
67 猪狩電気通信工業前 3.02 4.32 
68 上郡消防屯所 2.74 3.98 
69 岩井戸鉱泉 1.57 1.93 
70 富岡工業団地 2.04 1.95 
71 成沢の滝入口 1.68 2.60 
72 沼名子橋 3.22 4.82 

No. 測定場所
2月12日（晴れ/曇り）
地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 3.92 6.35 
２ 上千里消防屯所 2.60 3.32 
３ 杉内消防屯所 2.94 5.48 
４ 第二工業団地入口 4.91 3.92 
５ 高津戸集会所 7.37 10.80 
６ 富岡第二中学校東側 4.99 11.00 
７ 新夜ノ森集会所 8.24 12.00 
８ 夜の森公園南側 4.04 7.56 
９ 松の前待避所 12.40 12.80 
10 小良ヶ浜集会所 7.97 9.19 
11 町境（小良ヶ浜地区） 10.80 11.60 
12 深谷消防屯所 7.54 8.21 
13 富岡野球場 2.61 1.67 
14 観陽亭前 1.58 3.20 
15 富岡合同庁舎西側 4.16 4.39 
16 富岡養護学校 5.13 10.10 
17 老人福祉センター 9.70 21.30 
18 夜ノ森駅 8.22 7.94 
19 王塚集会所 6.64 9.21 
20 諏訪神社前 4.27 4.64 
21 上本町消防屯所 4.02 4.95 
22 上本町集会所 3.50 4.13 
23 リベラルヒルズ入口 3.56 5.93 
24 赤木集会所 2.60 3.62 
25 上郡山集会所 2.42 2.93 
26 太田集会所 1.44 2.09 
27 原下消防屯所 1.72 2.38 
28 富岡駅 1.05 2.41 
29 清水消防屯所 2.72 4.81 
30 役場 2.60 2.79 
31 浄化センター 1.07 1.66 
32 毛萱集会場 0.69 0.55 
33 富岡保育所 2.78 4.34 
34 中央児童館 3.40 4.74 
35 栄町駐車場 2.60 3.67 
36 岩井戸消防屯所 2.10 2.66 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
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　避難後も精力的に活動を続けている富岡
町少年剣道団が、１月13日に岩手県で開催
された第10回イーハトーヴ花巻剣道大会に
出場しました。
　大会には、東北・関東から小学生166チー
ム、中学生男子121チーム、同女子79チーム、
が出場。選手の皆さんはチーム一丸で試合
に臨み、小学生が３位入賞、中学生がベス
ト16という成績を残しました。
　監督の小林卓司さんは「避難生活の中、多
方面からご支援いただき大会に出場できた
ことに感謝している。これからもより精進
して行きたい」と述べられ、今後の活躍を
誓っていました。

富岡町少年剣道団
第10回花巻剣道大会小学生の部で３位入賞

３位入賞に笑顔の選手と指導者の皆さん（後列はベスト16の中学生チーム）

たばこ
・寝たばこをしない　・ポイ捨てをしない
・灰皿の吸い殻は確実に消火する
ガステーブル
・燃えやすいものをそばに置かない
・使用しないときは元栓をしっかりしめる
・揚げ物をしている時はその場を離れない
電気コード
・たこ足配線をしない
・コンセントに差し込んだままのプラグは定期的に掃除する
・コードの上に家具などを置かない
ストーブ
・洗濯物などの燃えやすいものはそばに置かない
・燃料を給油するときは、必ず消火してから行う
・外出するときには必ず消火してからその場を離れる

　春の火災予防運動が、３月１日（金）から３月７日（木）までの一週間にわたり全国一斉に実
施されます。この運動は、住民の皆さまに防火に関する知識や行動力を高めて頂くことによ
り、火災の発生を防止し、万一発生した場合にも被害を最小限にとどめ、火災から尊い生命
と貴重な財産の損失を防ぐことを目的としています。

防災予防の心掛け

富岡消防署からのお知らせ

消すまでは　出ない行かない　離れない
～平成24年度全国統一防火標語～

問 富岡消防署：☎0240-25-8563　　楢 葉 分 署：☎0240-25-2119
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発行　富岡町　〒963－0201　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
　　　　　　　TEL：0120－33－6466　FAX：024－961－3441
　　　　　　　E-mail：tomioka.machi@gmail.com
　　　　　　　富岡町公式ホームページ【災害版】　http://www.tomioka-town.jp/
　　　　　　　 郡山駅前９番乗場発　新池下団地行き または　大槻行き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　停留所　西の宮停留所

連 絡 先 一 覧
C o n t a c t

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

○富岡町役場郡山事務所
　〒963-0201　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　☎0120-33-6466  FAX 024-961-3441
・富岡町役場郡山事務所分室
　〒963-0201　福島県郡山市大槻町字反田5-5
　☎0120-33-6466  FAX024-953-6391
○富岡町教育委員会
　〒963-0107　福島県郡山市安積1丁目39-1
  　山口薬品ビル（安積行政センター東隣）
　☎0120-33-6466  FAX 024-945-0348
○いわき出張所
　〒970-8026　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　☎0120-33-6466  FAX0246-88-1975
○三春出張所
　〒963-7719　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　☎0120-33-6466  FAX0247-62-0901
○大玉出張所
　〒969-1302　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　☎0120-33-6466  FAX0243-48-1147
・大玉仮設診療所
　〒969-1302　福島県安達郡大玉村玉井字横堀平158-10
　☎0243-48-4710  FAX0243-48-4710
○富岡町議会事務局
　〒963-0201　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　☎0120-33-6466  FAX024-961-3441
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　☎024-935-3345  FAX024-935-3334

○財団法人富岡町体育協会
　〒963-0201　福島県郡山市大槻町字中柵31-1
　大槻公民館大槻分室
　☎080-2826-0227  FAX024-961-1301
○ＮＰＯ法人さくらスポーツクラブ
　〒963-0201　福島県郡山市大槻町字中柵31-1
　大槻公民館大槻分室内
　☎080-3141-0068  FAX024-961-1301
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　☎024-935-3332  FAX024-935-3334
○富岡町さくらサロン
　〒960-8253　福島県福島市泉字泉川15-7
　☎024-557-8780　
○ふくしま絆カフェ富岡
　〒963-8833　福島県郡山市香久池1 丁目20-27 
　☎024-925-2337
○富岡町生活復興支援センターいわき平交流サロン
　〒970-8026　福島県いわき市平字新田前6-10
　☎050-3608-2864
○富岡町生活復興支援センターいわき四倉交流サロン
　〒979-0201　福島県いわき市四倉町字東2丁目115
　☎0246-38-4355
○富岡町生活復興支援センターいわき泉玉露交流サロン
　〒971-8172　福島県いわき市泉玉露4丁目1-11
　☎0246-38-4242（FAX兼用）

あなたが撮った写真をお寄せください
広報とみおかでは、平成25年４月号から紙面に掲載させていただく写真を募集いたします。

募集要項等は下記のとおりですので、ふるってご応募ください。
◇写真撮影対象
現在お住まいの地域の自然、風景、祭りなど
※人物（個人）が特定できる写真の場合は、必ずその
　方の了承を得てご応募ください。

◇応募要件
　①スチールカメラ又はデジタルカメラ等で撮影し、 
　ピントが合っている写真であること。

　②データの場合はメールに添付できるサイズ、プリ
　ント写真は写真専用の用紙に印刷されたもので、
　大きさはL版または２L版。

　③富岡町民で、現在お住まいの市町村名、富岡町の
　行政区名及び氏名を掲載できる方。

　④写真の説明（70文字程度）を添付してください。

◇応募方法
住所（現在お住まいの市町村名まで）、氏名、富岡町で
の行政区名、電話番号を任意の用紙にご記入のうえ、
データの場合は下記アドレスへメールで、郵送の場合
は封書で下記住所までお送りください。
 ・アドレス　 tomioka.machi@gmail.com
 ・住　　所　 〒963－0201
　　　　　　　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
　　　　　　　富岡町役場郡山事務所内
　　　　　　　企画課情報統計係
※応募された写真は返却できません。また、応募多数の
　場合は選考のうえ掲載させていただきますので、あら
　かじめご了承ください。
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